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般会計予算62年度

撫

　市議会第一回定例会が3月3日から開かれ、昭和62年度

予算案を審議中です。そこで昭和62年度予算案の内容につ

いてお知らせします。

一
般
・
特
別
会
計
の
予
算
総
額
一
七
四
億
六
、
〇
一
九
万
円

　
新
年
度
予
算
は
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
事
情
の
な
か
で
、
生
活
関
連
道
路

の
整
備
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の
福
祉
対
策
、
立
ち
遅
れ
の
目
立
つ

農
村
地
域
の
環
境
整
備
、
絹
織
物
産
業

を
中
心
と
す
る
商
工
業
界
の
活
性
化
と

企
業
誘
致
お
よ
び
観
光
対
策
、
教
育
施

設
の
整
備
を
重
点
施
策
と
し
、
限
ら
れ

た
財
源
を
重
点
か
つ
効
率
的
に
配
分
す

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

を
あ
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
一
七
四
億

六
、
〇
一
九
万
円
と
前
年
対
比
○
．
七

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
一

般
会
計
が
二
二
億
七
〇
〇
万
で
前
年

対
比
一
・
八
％
減
。
特
別
会
計
は
、
新
た

に
駐
車
場
特
別
会
計
が
加
わ
っ
て
七
会

計
と
な
り
六
二
億
五
、
一
三
九
万
円
で
一

・
四
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑱
健
全
財
政
を
目
ざ
し
て

　
昭
和
六
十
二
年
度
を
財
政
健
全
化
の

初
年
度
と
位
置
づ
け
、
近
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
公
債
費
比
率
を
抑
さ
え
、
財
政

の
硬
直
化
を
避
け
る
た
め
、
市
債
の
借

入
額
を
八
億
二
、
二
〇
〇
万
円
、
前
年
対

比
三
二
・
七
％
の
減
に
抑
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
税
等
の
自
主
財
源
は
、
国

の
税
制
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
て
い

な
い
た
め
、
現
行
制
度
に
よ
り
見
込
み
、

そ
の
増
額
確
保
に
努
め
る
一
方
、
国
・
県

支
出
金
に
つ
い
て
最
大
限
に
そ
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

㊥
産
業
田
園
文
化
都
亨
り

　
産
業
田
園
文
化
都
市
を
目
ざ
し
て
い

る
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
社
会
福
祉
の

充
実
、
産
業
の
振
興
、
生
活
関
連
道
路
、

教
育
施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
に

重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
経
常
経
費
の

節
減
に
努
め
、
さ
ら
に
財
政
の
健
全
化

を
目
ざ
し
、
新
規
に
減
債
基
金
積
立
金

を
五
〇
〇
万
円
計
上
す
る
ほ
か
、
繰
上

償
還
金
を
八
、
○
○
○
万
円
計
上
し
ま

し
た
。

　
　
　
総
　
務
　
費

　
屋
根
雪
対
策
を
促
進

　
克
雪
都
市
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず

屋
根
雪
か
ら
の
解
放
が
必
要
で
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
以
来
の
「
克
雪
住

宅
づ
く
り
資
金
」
の
貸
付
枠
を
増
や
し

多
く
の
皆
さ
ん
の
希
望
に
応
え
て
行
く

ほ
か
、
新
規
に
「
克
雪
住
宅
モ
デ
ル
地

区
整
備
事
業
補
助
金
」
を
計
上
す
る
な

ど
地
域
ぐ
る
み
の
屋
根
雪
処
理
対
策
に

県支出金

6億7，834万円
　6，1％　　　諸収入
　　，　　　　10億4，119万円
　　’　　　　　・9．3％
　　　　　　　ノ
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＿．　　9．6％

歳入
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i欝税

灘齢，鰯薫鯛
　認．璽賜
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山
根
地
区
に
集
会
施
設
が
で
き
ま
す

　
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う

え
で
、
地
域
内
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
場
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
集
会
施
設
の

建
設
に
対
す
る
補
助
・
融
資
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
毎
年
、
各
地
域
か
ら
希

望
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
間
の
均
衡
を

図
り
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
新

年
度
で
は
、
山
根
地
区
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
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民
　
生
　
費

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
環
境
整
備

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
来
春
開
園
予
定

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
法
人
経
営
）

の
建
設
に
対
し
て
一
億
五
、
八
三
一
万
円

の
助
成
を
予
定
。

　
建
設
予
定
地
は
、
下
条
山
口
医
院
南

側
で
、
定
員
七
十
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
に
続
き
障
害
者
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
市
民

会
館
入
口
階
段
の
ス
ロ
ー
プ
化
、
ト
イ

レ
の
改
善
、
ホ
ー
ル
に
車
椅
子
エ
リ
ア

の
設
置
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
衛
生
　
費

　
地
域
医
療
対
策
の
推
進

　
地
域
医
療
の
確
保
充
実
を
図
る
た
め

市
内
で
開
業
す
る
地
元
出
身
医
師
等
に

対
す
る
設
備
資
金
融
資
制
度
を
発
足
。

　
こ
の
ほ
か
、
健
康
診
査
事
業
を
進
め

成
人
病
予
防
、
母
子
の
健
康
確
保
、
老

人
保
健
対
策
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
業
費

　
農
村
環
境
の
整
備
促
進

　
活
力
あ
る
農
村
地
域
社
会
の
形
成
、

快
適
な
農
村
環
境
の
整
備
を
目
ざ
し
て

二
つ
の
新
規
補
助
事
業
の
導
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事
業
で
は

市
道
尾
崎
・
五
軒
新
田
線
の
改
良
舗
装
、

　
　
お
お
せ
ぎ

尾
崎
大
堰
の
改
良
、
育
苗
施
設
の
整
備
、

ま
た
、
地
域
農
業
拠
点
整
備
事
業
で
は

中
平
地
区
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
i
、
集
会

施
設
の
建
設
、
市
道
改
良
を
予
｛
馬

　
こ
の
ほ
か
、
新
潟
県
農
林
水
産
業
総

合
振
興
事
業
で
、
尾
崎
集
落
開
発
セ
ン

タ
ー
、
川
治
水
稲
生
産
組
合
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
建
設
。
農
村
地
域
定
住
促
進

対
策
事
業
で
、
上
田
原
地
区
簡
易
給
水

施
設
の
整
備
。
新
林
業
構
造
改
善
事
業

で
、
林
道
峰
薬
師
線
の
開
設
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
商
　
工
　
費

　
幅
広
い
地
場
産
業
の
振
興

　
観
光
P
R
、
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す

　
地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
対
策
が
連

動
す
る
中
で
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

遺跡広場完成予想図

か
ら
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
観
光
看
板
整
備
は
、
今
年
度
で
三
年

目
で
、
市
内
十
五
カ
所
に
設
置
。
ま
た

市
外
で
の
観
光
P
R
と
し
て
積
極
的
な

キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
を
進
め
、
　
「
雪
と
き

も
の
」
の
宣
伝
も
展
開
予
定
。

　
二
年
目
を
迎
え
る
「
企
業
立
地
課
」

は
、
地
場
産
業
と
の
調
整
を
図
る
中
で

よ
り
具
体
的
な
企
業
誘
致
に
努
め
、
雇

用
確
保
、
地
域
活
性
化
を
目
ざ
し
ま
す
。

　
　
　
士
　
木
費

　
生
活
関
連
道
路
の
整
備
促
進

　
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
道

路
改
良
（
十
五
路
線
）
舗
装
（
十
一
路

線
）
、
橋
梁
新
設
（
ニ
ヵ
所
）
、
流
雪

溝
整
備
（
十
路
線
）
、
消
雪
パ
イ
プ
整

備
（
ニ
カ
所
）
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
街
路
事
業
で
は
、
新
座
線
ほ

か
四
路
線
の
整
備
。
公
園
事
業
で
は
、

総
合
公
園
進
入
路
の
整
備
。
博
物
館
前

に
花
と
緑
の
都
市
モ
デ
ル
地
区
整
備
事

業
と
し
て
、
遺
跡
広
場
の
造
成
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
教
育
費

八
箇
小
改
築
に
着
手

年
次
計
画
で
進
め
て
い
る
教
育
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
吉
田
小
学
校
屋

内
体
育
館
の
建
設
（
今
年
度
、
校
舎
建

設
）
を
進
め
る
ほ
か
、
新
規
に
八
箇
小

学
校
の
改
築
（
校
舎
、
屋
内
体
育
館
建

設
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
文
庫
車
「
こ
だ
ま
号
」

の
更
新
。
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
米

飯
給
食
を
週
四
回
（
現
在
週
二
回
）
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　　　一般会計の主な事業
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位万円）

●総務費
交通安全施設の整備（ガードレール、ガードパイプ、
　　路面表示）……・・…………・・……一………・………637

克雪住宅モデル地区整備事業の補助……一……一・…500
小型ロータリー除雪機械購入費の補助・・………………・180

地域集会施設整備事業補助金……………………………200

●民生費
特別養護老人ホーム（三好園）建設費の補助（デイ・
　　サービス事業含む）・・………………・…………1f意5，831

障害者の住みよいまちづくり推進事業（市民会館スロ
　　ープ設置工事ほか）・・………………・……………1，565

老人家庭への奉仕員派遣事業…・……………・一………681

●衛生費
老人保健事業（40歳、一部35歳以上の住民の健康診査）5，799

●労働費
広域シルバー人材センター運営費の補助……………3，467
●農林水産業費
尾崎集落開発センター建設費の補助………・…・……・…530

川治水稲生産組合ライスセンター建設費の補助………405
水田農業確立対策事業（ポスト3期）の市単独補助1，500
上田原簡易給水施設新設事業・………………・………・4，476

団体営農道整備事業（市坂線改良舗装）……………2，603
ほ場整備事業の補助・………………・・……・…………・・2，488

土地改良事業の補助…………・……・………………●●●●1，200

農村総合整備モデル事業…・……………・・……………6，309

地区再編農業構造改善事業（尾崎・五軒新田線舗装工
　事ほか）………・・………・・……………・…・………4，410

地域農業拠点整備事業（中平1号線改良工事ほか）…6，549
市有林新植保育事業…………・……・……………・………665

林道山谷線開設事業………・………・……………一…　1，200

新林業構造改善事業（林道峰薬師線開設事業ほか）…4，254

●商工費
観光案内施設整備事業…一…………・………………・…500
企業立地促進費・………………・……一…・……●……。1，241

●土木費
道路改良事業（15路線）・・………………・…………3億　114

道路舗装事業（11路線）・・………………・…………1億　500

橋梁新設事業（2ヵ所）…………・・……・…………2億4，977

流雪溝整備事業（10路線）・………………・・………1億1，850

消雪パイプ整備事業（2ヵ所）…・一…………・……3，800
河川改修事業（2ヵ所）……………・・…・……………1ラ400

街路整備事業（5路線）・………・………・…………1億1，158

都市公園整備事業（総合公園、緑道）………………6，225
花と緑の都市モデル地区整備事業…・……………・一4，650

●教育費
吉田小屋内体育館建設事業一……………・…一…1億4，816
八箇小校舎、屋内体育館建設事業………一……・・2億6，454

自動車文庫車購入事業…………・……・一・……………・・770

改築を待つ八箇小学校

前年比　　　　　　　　　　62億5，319万円
十〇．7

圏
鑑
磯
億
縫
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舞険
購

＋o．2　　　　　　綴賜増

羅
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億
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羅
健
灘
叢
癒
開

　　　　　　㌍
　一L6＋8．1
＋2・8　　　　　　　男口

箪
覆旗
羅道
騨蟻
灘業
舞
周

簡　　曲

　辰鰻萎　　ゐ
さ道＿落　新設　　　　　7＝
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．
騒
響
難
’

　
＾
欝
難
、

～老後に備え、豊かなくらし～

　長生きすることは、だれもが願うことです。高齢化が

進んでいます。今若い人にも必ずやってくるのが老後で

す。国民年金は、老後の生活を支えてくれる制度です。

★
月
額
　
七
、
四
〇
〇
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、

今
年
の
四
月
の
掛
金
か
ら
一
カ

月
七
、
四
〇
〇
円
（
改
訂
前
七
、

、
一
〇
〇
円
）
と
な
り
ま
す
。
付

加
保
険
料
は
、
今
ま
で
と
同
額

の
四
〇
〇
円
で
す
。

★
前
納
保
険
料

　
　
　
八
六
、
六
六
〇
円
に

一
年
間
ま
と
め
て
納
め
る
と
八

六
、
六
六
〇
円
（
改
訂
前
八
三
、

一
四
〇
円
）
と
な
り
ま
す
。
付
加

保
険
料
は
、
四
、
六
八
○
円
で
す
。

★
口
座
振
替
日
　
毎
月
二
十
六

日
で
す
。
（
た
だ
し
、
当
日
が
日
曜

・
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

前
納
の
人
は
、
四
月
に
振
替
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
納．

灘
騨
〃
・

★
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。第

一
号
被
保
険
者
（
農
業
・
自

営
業
）
ど
し
て
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
。
六
十

一
年
度
（
四
～
三
月
）
の
保
険

料
を
納
め
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。★

未
納
に
し
て
お
く
と

　
納
め
忘
れ
の
保
険
料
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
年
金
額

が
減
額
さ
れ
た
り
、
未
納
期
間

簗

㈱
ダ
ン
八
イ
ツ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
社

　
　
　
　
搬

　
猟
　
　
班

難
繋

　
　
　
　
顯

　
　
　
　
嗜

　
盟
　
　
　
　
囎
一
一
一
員

　
　
灘

　
　
醐

　
　
灘

　
　
　
　
　
÷
蓬

　
　
　
　
鱗
、

　
ヤ
ン
グ
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア

で
原
宿
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
リ
ー

ド
す
る
「
道
楽
屋
グ
ル
ー
プ
」
の

㈱
ダ
ン
ハ
イ
ツ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

社
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
、

吉
川
重
男
社
長
）
が
、
十
日
町

市
新
座
（
旧
山
加
根
工
場
）
に

進
出
、
三
月
九
日
か
ら
操
業
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ハ
イ
ッ
十
日
町
工
場
は
、

旧
睦
織
物
社
員
の
村
山
正
平
さ

ん
を
工
場
長
に
、
従
業
員
約
三

十
人
、
年
間
生
産
額
一
億
五
千

万
円
を
目
標
と
し
て
、
メ
ン
ズ

カ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ャ
ツ
、
ス
カ
ー

ト
、
ス
ー
ツ
な
ど
を
生
産
し
ま
す
。

将
来
は
従
業
員
百
人
、
年
間
生

産
額
五
億
円
に
す
る
計
画
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
振
興
会
（
樋
熊
清
作
会

長
）
が
中
心
と
な
り
、
雇
用
対

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
誘
致

に
成
功
し
た
も
の
で
す
。
同
社

の
県
内
へ
の
進
出
は
、
小
国
町

高
柳
町
に
次
い
で
三
番
目
に
な

．
り
ま
す
。

が
多
く
な
る
と
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
手
元
の

未
納
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

書
を
も
う
一
度
お
調
べ
に
な
り
、

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

前
納窃四霧

続
倦
は

★
三
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
に

　
六
十
二
年
度
（
四
～
三
月
）

か
ら
新
た
に
前
納
を
希
望
さ
れ

る
人
は
三
月
二
十
日
（
金
）
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
用
紙
は
金
融
機
関

（
郵
便
局
は
除
く
）
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

ご
轍
　
饗
駐

国
聯
鍾
鰍
度

　
市
内
に
は
、
県
知
事
か
ら
二
，

三
一
人
の
国
民
年
金
委
員
が
委

嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
が
国
民

年
金
の
こ
と
で
知
り
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
編
鋤
影
世

　
　
　
　
霧

　
昭
和
58
年
4
月
2
日
～
5
9
年

6
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
二

人
目
の
子
供
さ
ん
の
、
児
童
手

当
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
　
（
公
務
員
を
除
く
）
三
月

末
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
一
定
額
以
上
の
収
入
が
あ
る

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

囹
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
健
康
保
険
証
　
②
印
鑑

　
③
父
親
（
養
育
者
）
名
義
の

　
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

幽
手
当
額

　
①
二
人
目
…
二
、
五
〇
〇
円

　
②
三
人
目
か
ら
…

　
　
　
　
　
　
五
、
○
○
○
円

問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
年
金
係
（
盈
五

　
七
－
三
一
一
一
㊥
一
四
二
・

一
四
三
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
物
館
資
料
秘

あ
り
が
ど
う
轍

墨
阿
部
恭
平
（
稲
荷
璽
き

■
野
上
良
策
（
高
島
一
）
■
佐

野
ハ
ナ
（
美
雪
町
二
）
曝
根
津

ト
シ
（
稲
荷
町
）
■
矢
口
昭
治

（
稲
荷
町
四
）
■
山
田
正
（
水

口
）
■
中
林
祥
二
（
西
浦
東
）

■
内
山
吉
晴
（
本
町
四
）
■
上

村
政
基
（
川
西
町
）
■
波
聞
秀

三
（
本
町
三
）
■
田
村
政
治
（
諏

訪
町
）
皇
局
橋
熊
蔵
（
大
黒
沢

一
）
田
富
閏
井
チ
ウ
ノ
（
北
旦
月
）

ロ
樋
熊
正
（
下
町
）
口
庭
野
多

麻
子
（
新
座
二
）
■
山
田
銀
作

（
二
子
）
履
樋
熊
勇
夫
（
新
座

三
）
ロ
阿
部
高
計
（
西
浦
東
〉

豊
桑
原
よ
態
江
（
新
座
二
）
野

上
・
・
叢
（
高
鶴
叢
）
ロ
丸
山
三

樹
雄
（
小
塞
5
麟
毘
身
ハ
ル

（
鉢
）
響
尾
身
穆
ヤ
ウ
（
中
平
）

糎
羽
鳥
ギ
セ
（
名
ケ
山
）
口
尾

身
正
義
（
中
平
）
膿
小
海
ト
ヤ

（
名
ケ
幽
）
ロ
小
海
サ
蕎
（
名

ケ
出
》
穆
尾
身
マ
ツ
イ
（
中
平
）

ロ
尾
身
美
教
（
鉢
）
壁
尾
身
リ

ヨ
（
中
平
）
醤
尾
身
ス
テ
（
中

平
）
■
岩
田
直
治
（
中
町
）
謹

宮
沢
益
勇
（
伊
達
三
）
■
上
村

手
一
（
新
宮
心
）
籔
内
山
ト
ミ

（
本
町
四
）
口
滝
沢
貞
次
（
八

幡
田
町
）
ロ
高
野
梅
蔵
（
馬
場

四
）
■
村
山
政
直
（
野
田
）
畷

尾
身
哲
次
（
中
平
）
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　．十日町市観光協会では・つぎの内容で「第8回力　第8’
　フー四季の十日町写真コンテスト」を実施中です．　　　　回
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応募方濾　　市観光協会に備えてある

　締切鶏　3月20日㈹（当日消印有効）　　コンテスト．1・・　　　纒．

　
来
月
は
、
統
一
地

方
選
挙
の
月
で
す
。

県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
の
二
つ
の
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

十
日
町
市
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
（
会

長
池
田
伊
勢
松
）
で

は
、
去
る
三
月
四
日

臨
時
総
会
を
開
き
、

統
一
地
方
選
挙
を
明

る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
す
る
た
め
、
下
記

の
決
議
を
行
い
ま
し

た
。選

挙
事
務
室
開
設

市
役
所
・
市
民
ホ

ー
ル
（
暦
五
七
－
三

＝
一
㊥
西
九
・
一
吾
）

立
候
補
予
定
者

　
　
説
明
会

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
四
月
二
十
六
日
執
行
予

定
の
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
、
ま
た
新
潟
県
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
、
四
月
十
二
日
執

行
予
定
の
新
潟
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
予
定

者
説
明
会
を
、
つ
ぎ
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
の
で
立
候
補
予
定
者

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◎
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般
選

　
挙

　
▼
日
時
　
三
月
二
十
三
日

鯵　
　
　
が
明
る
く
行
わ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
私
た
ち
は
、
有
権
者
の
投
票
総
参
加
に
よ
る
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
実
現
の
た
め
、
啓
発
運
動
を
推
進

　
　
　
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
選
挙
違
反
が
絶
え
な
い
こ
と
は
誠
に
残
△
，
心
で
あ
り
ま
す
。

⑱
藤
嬉
難
贈
越
挙
雛
齪
鷲
購
饗
祷
，
鄭
鐸
醤

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
第
十
一
回
統
一
地
方
選
挙
と
し
て
、
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
四
月
十
二
日
、
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
四
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
に
は
、
主
権
在
民
と
な
る
選
挙
権
が
正
し
く
行
使
さ
れ
、
選
挙

う
　
ま
た
　
有
権
者
に
対
し
て
は
、
情
実
・
利
害
等
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
信
A
，
心
に
基
づ

て
自
由
な
意
思
で
投
票
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
昭
和
六
十
二
年
三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分

　
▼
市
・
保
健
セ
ン
タ
i
三
階

　
　
ブ

　
　
集
団
指
導
室

◎
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
▼
日
時
　
三
月
二
十
四
日

　
　
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分

　
▼
場
所
　
長
岡
市
役
所
幸
町

　
　
分
室
二
階
研
修
室

住
所
移
転
者

（
県
内
）
の
投
票

　
県
の
選
挙
で
は
、
他
の
市
町

村
に
住
所
を
移
し
た
場
合
（
昭

和
六
十
二
年
一
月
三
日
以
降
の

転
入
者
）
で
あ
っ
て
も
、
県
内

の
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
人

は
、
新
住
所
地
の
市
町
村
長
の

証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
、
従
前

の
市
町
村
に
お
い
て
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
証
明
書

の
提
示
が
な
い
と
投
票
で
き
ま

せ
ん
）
。
証
明
書
は
、
市
町
村

窓
口
（
住
所
の
異
動
を
取
り
扱

っ
て
い
る
）
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
を
Z
Z
ノ
ノ
5
〆
虜
Z
ノ
づ
／
憂
Z
Z
ノ
一
づ
づ
づ
髪
づ
一
〃
づ
憂
Z
髭
ノ
一
ジ
〃
藁
づ
づ
一
菱
多
！
ノ
づ
づ
一
菱
づ
づ
菱
づ
幽
づ
菱
憂
Z
Z
づ
一
憂
ジ
／
ク
ノ
Z
ノ
虜
憂
ジ
ノ
多
！
づ
一
菱
づ
！
ク
ノ
づ
一
髭
づ
憂
づ
づ
一
菱
づ
！
髪
ノ
多
レ
づ
／
ノ
〆
！

　
　
　
　
　
　
ノ

ヘ
5
・
、
の
鰍

㎜
　
　
　
　
軽

㎜
問
私
は
、
一
、
戸
に
軽
自
動
車

㎜
婚
讐
爺
謡
轄

㎜　
一
台
し
か
な
い
の
に
二
台
分
の

へ

㎜
税
金
の
通
知
が
き
ま
し
た
・
ど

㎜　う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

幅
答
　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一

購
㎜
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

“
ま
す
．

㎜　　
古
い
車
は
廃
車
す
る
か
、
あ

㎜
る
い
は
売
却
し
た
き
は
そ
の

㎜
買
人
名
義
に
変
睾
続
き
を
し

蝸
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
二
台
分

輔鴨
の
所
有
者
で
あ
り
納
税
義
務
者

㎜
と
な
り
ま
す
．

蝿蝋
問
　
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

鵬蝋
き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

へ

鵬
う
か
。
軽
自
動
車
だ
け
で
な
く
、

㎜
“
バ
イ
ク
に
つ
い
て
も
お
た
ず
ね

．
ノ
’

，
ノ
’
づ
’
ノ
！
憂
！
Z
ノ
一
づ
！
ノ
ノ
ノ
づ
づ
一
づ
髪
ノ
憂
髭
ノ
」
憂
菱
ノ
を
髭
ノ
一
菱
づ
ノ
菱
髭
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困囹塵1図使用料㊥から変わります
＊屋内体育施設の休館日は、①年末年始（12月29日～翌年1月3

　日）。②体育の日（10月10日）を除く祝日。ただし、祝日（休館

　日）が日曜日の場合は開館となり、翌日が休館となります。

　　　　　　　　　團国回［囲

回囚国囲

施　　　設　　　名

’』出6　J　r†　日　JU診ロノ㌧　　　　1　　　　口

日）。②体育の日（10月10日）を除く祝日。ただし、祝日（休館

日）が日曜日の場合は開館となり、翌日が休館となります。

　　　　　　　　専用使用

　　　　謀　　　　　　　　…　　　　　　　　　＝＝　…3間　　■　3　　　・　　器
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

備考

施　　設　　名 一般、高校生 中学生以下

屋
内

総合体育館、

武道館　共通
1　回　100円 1　回　50円

A辮欝：3㊤～・翻麟5馨30 附5：3㊤一鞭囎：3◎

屋
外

庭　球　場
（媛濃攣公蟹〉

！回1面100円 1回　1面50円

総
　
　
合
　
　
体
　
　
育
　
　
館

競　　技　　場
　ぐ2　階　床〉

1時問1，000円（％面使用は％料金）照明

使用：30分1，000円（渥灯使用は％料金）加

算ギャラリー暖房使用：1時間500円加算
「専用」

優先

陸上競技場 1　回　100円 1　回　50円

市　民
プール

一般、高校生 小・中学生 幼　　　児

1　回 200円 100円 50円

屋内運動場
　穣　階　圭）

1時間1，000円（％面使用は％料金）照明

使用：30分250円（％灯使用は％料金）加算

ll回券 2，000円 1，000円 500円

「個人使用」　個人が使用するもので＼その都度。受

　　　　　付窓□で使用料を支払い使用するもの。ラン蕊ンダ走路 1　時　問300円　　　　　　　　1　時　問400円
（競技場、トレーニング室等の併用使用は無料）

主に
「個人」

「年間」

トレーニング室 ！時間　！，000円

暖　房　使　用：1　時　間300円加算 年間使用
親子幼児健康窒 1　時　問500円

暖　房　使　用：1　時　間300円加算
施　　設　　名 一般・高漆姓 中学生以下

屋
内

総合体育館、

市民体育館、

武道館共通

4カ月券

6カ月券

12カ月券

　800円

1，200円

2，000円

　400円

　600円

1，000円

卓　　球　　室 1　時　問500円 1　時　問600円

会議室、選手控室

放　送・役員室

1時間　1室200円 ！時問　1室250円

　1室200円加算

「専用」

のみ冷暖房使用：1時問 市民ス承一ツノ勇ス

ワックスル蜘ム

4カ月券 600円 300円

武
道
館

相撲場、空手場
剣道場、柔道場

！時間　！室500円 1時問　1室900円
「専用」

優先

屋
外

信濃川運動公

園サ繋カー場

庭　球　場
（媛濃攣響

陸上競技場

4カ月券

8カ月券

　700円

1，200円

350円

600円

会　　議　　室 1　時　問200円 1　時　問250円 噂用」鯛

市
民
体
冑
綿

競　　技　　場
　　（床）

1　時　間500円（％面使用は％料金）

照明使用：30分500円（渥灯使用は％料金）加算

「専用」

優先

小　　　　　　室 1　時　間150円 1　時　問200円 「専用」

のみ
ワックス

ルーム除

く
備考

ユ
罠
粂
τ
ツ
ハ
実

　指導員室、会議室

　ワックスルーム
　選手控室（A〉～（E）

　　罧　　4　　　　　　圭

施　　　設　　　名

1時問　1室200円

　　　　＝＝　…3商
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

AM5：00～PM7：00

1時問　1室250円

■　3　　　　　　＝

　跨醸6：0G～P醗塗G：OO

「年間使用」　個人使用を＼シースン・年間を通して

　　　　　　使用しようとする場合＼あらかじめ年
　　　　　　間使用券を購入して使用するもの。
①許可の期間は＼2力年度以上の会計年度にわたらな
　いものとします。
②期間計算において＼ひと月に満たない場合はひと月
　とします。

野　　　球　　　場

（集盤翼囎）

運　　動　　広　　場
（岩野山、東部、飛渡）

1　時　間500円
（練習使用は掻料金）

「専用」

のみ

城ケ丘野球場 1時問　500円（練習使用は％料金）
夜問照明使用　30分2，000円加算

　　　　　　備　品使　用

「碗覗叢郵r蕊訂斎r蕊粛r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書
1　〈石油ストーブ＞／時間／50円〈放送設備一式＞　l
l
l
　 4時間／50円〈電光掲示板1組〉／時間／50円〈移　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍

8
1

動式ステージー式＞り時間／50円〈市営笹山野球　l

l場スコアボードー式＞／時間／50円〈陸上競技場

I
l

器具一式〉①日本陸連競技規則に準ずる大会は1

1時間800円②練習は「スターティングブロック＼
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書
1ノトドル。支柱。バー。マット。移動障害物」に
1限り無料。
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

市営笹山野球場 1　時　間800円
（練習使用は％料金）

青少年運動広場
信濃川運動公園サッカー場

1　時　問400円
（練習使用は％料金）

〇　　一　　一　　，　　一　　一　　一　一　　塵　　一　　一　　　　　　　　　　　　，　　，　　曹　　　，　　甲　　，　　　鱒　　o

「専用」

優先

信濃川運動公園庭球場 1時間　！面100円

城ケ丘庭球場 1時問　1面100円

夜間照明使用：30分！面300円加算
（「個人」　「年間」使用の場合も加算） 備

考

陸
上
競
技
場

競　　技　　場
芝生部分のみ使用

団体練習使用

1時間2，000円
1時問　800円
1時間1団本1，000円

一　　｝　　一　　幡　，　一　　甲　　　　　　　　　　一　　甲　　o

「専用」

のみ本部室、会議室
審判員役貴室

1時問　1室200円　　　　　　　　　1時問　1室250円
（大会等での使用は競技場使用料に含まれる）

①入場料等を徴収して使用する場合……屋内

施設は規定使用料の3倍＼屋外施設は入場料

を徴収しない場合の使用料の額に＼その最高

入場料金額の80人分を加算した額とします。

②営利または営業の目的で使用する場合……

規定使用料の8倍とします。

0体育・スポーツ以外の目的，または市外の

人が使用する場合……規定使用料の／．5倍と

します。

「専用使用」　予約（事前に申請をして許可を受けてください）による貸

　　　　　　し切り使用で＼主に団体として使用するもの。60日前から

　　　　　　受け付けます。

国固回囲
施 几

又
量
O 名

屋

内

屋

外

、
、
通

　
　
　
　
共

　
　
　
　
鐡

市民ス承一ツノ￥ウス

ワックスル蜘ム

　
　
ラ

公
場
場
姻
丘
場

動
髄
　
動
技

霧
球
耀
ケ
競

溜
サ
鰍
城
上

信
園
庭
（
陸

4カ月券

6カ月券

12カ月券

4カ月券

4カ月券

8カ月券

一般・高漆姓

　800円

1，200円

2，000円

600円

700円

1，200円

中学生以下

　400円

　600円

1，000円

300円

350円

600円

「年間使用」　個人使用を＼シースン・年間を通して

　　　　　　使用しようとする場合＼あらかじめ年
　　　　　　間使用券を購入して使用するもの。
①許可の期間は＼2力年度以上の会計年度にわたらな
　いものとします。
②期間計算において＼ひと月に満たない場合はひと月
　とします。

　　　　　　㊥◎②㊥

「廓崖男霧事「「蚤置「葱那「蕊粛「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書1　〈石油ストーブ＞／時間／50円〈放送設備一式＞　　l

ll　4時間／50円〈電光掲示板1組〉／時間／50円〈移　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍
81動式ステージー式＞り時間／50円〈市営笹山野球　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l場スコアボードー式＞／時間／50円〈陸上競技場　l
l器具一式〉①日本睡競技規則に準ずる大会はq

l時間800円②練習は「スターティングブロック＼　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書
1ノトドル。支柱。バー。マット。移動障害物」に　l

l限り無料。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
L一一＿＿＿‘一＿．＿D‘＿＿＿D＿。＿＿，＿＿D＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

備
考

①入場料等を徴収して使用する場合……屋内

施設は規定使用料の3倍＼屋外施設は入場料

を徴収しない場合の使用料の額に＼その最高

入場料金額の80人分を加算した額とします。

②営利または営業の目的で使用する場合……

規定使用料の8倍とします。

0体育・スポーツ以外の目的，または市外の

人が使用する場合・・

します。

…・規定使用料の／．5倍と

　　　　　　　　　6



燕轍器勲霜
市民体育館

　　　　o争o曹　■

魯57－5208学校町1

←♪一’←’

’ペー”ゼー隔－　　　一一’←　一｝

　　　　ノナ…伝　　　　　　　：
拶等臼町選手団、大活躍i

　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　2月に開かれた各種の全国スキー　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　大会において，中学生＼高校生，大　1

　学生＼一般と十日町選手団大活躍。　：

　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　選手自身の努力＼また関係者のバ　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ックアツプが花開いたといえます。　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ド　若手選手の活躍に来シーズンも大い　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　に期待がもたれます。　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　全国中学校スキー大会　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　％～6　山形県蔵王温泉　　　　　：

　窺男子リレー〉2位：星野一夫（十　：
　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　日町、新潟県代表）窺女子5km〉10　1
　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　し
　位：山内京子（十日町）窺女子大回　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　転〉14位：徳永喜美（南）　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　おめ悪還繍灘議嶋次郎選手
　　　　　至国高畿45km2位
　　　雛

全国高等学校スキー大会

　％～13　岩手県安代町

1窺男子15km〉2位：大嶋次郎（十日

町）1電女子10kmレ7位：桑原弥生

（十日町）〉10位：小原由美子（川

西、下条中出身）〉15位：春日恵美

子（十日町）旗男子回転〉8位：湯

川日出男（十日町実業）窺男子大回．

転〉9位：本間大（十日町）窺男子

リレー〉18位：十日町実業（野上直

弘、柳博文、生越靖、小林守）1窟女

子リレーレ8位：十日町実業（春日

和美、水落麻理子、滝沢美奈子）

〉15位：十日町（桑原弥生、春日恵

美子、岩田晃子）窟男子学校対抗

レ11位：十日町

、

’

全日本ノルディックスキー選手権大会

　％～8　北海道旭川市．

1窺女子10km〉13位：阿部淑恵（日体

大、南中出身）〉15位：岩田敏恵

（日大、中条中出身）

全日本アルペンスキー選手権大会

　％～17　長野県小谷村

1竃女子回転〉3位：本間寿（ホンマ

科学）窟女子大回転〉7位：本間寿

国民体育大会冬季大会

　％～22　長野県白馬村

1窺少年男15km〉17位：大嶋次郎1窟少

年男リレーレ優勝：大嶋次郎（新潟

県代表）1窟成年2部男15km〉16位：

田村信二（十日町消防署）二電成年3

部男15kmレ4位：品川達平（十日町

高校教諭）1窺成年1部女5km〉8位

岩田敏恵電女子リレー〉優勝：岩田

敏恵（新潟県代表）窟少年男大回転

〉9位：本間大1窺成年1部女大回転

〉8位：本間寿

　♂・論L、

ll”””””II”IIIIII”聾1”Ill”IIIIIllll国士利用計画法による届出・遊休士地制度Il”llllll”IIIIIllllIIIIlllll””””lllll

　土地の買占めや投機的取引で地価が高騰することを防止

するため、　「国土利用計画法」によって、一定の面積以上

の土地取引をしようとするときは、あらかじめ知事に届け

出なければならないことになっています。

　　　市内で、つぎの一定面積以上の取引

　　　　を行う場合は、事前に届出が必要です。

》都市計画区域（十日町・中条・川治・六箇地区）

　　　　　　　5，000m・以上の下記取引

》都市計画区域以外（吉田・下条・水沢地区）

　　　　　　　10，000m・以上の下記取引

　　届出が必要な土地取引の種類

　●売買●共有持分の譲渡●営業譲渡●譲渡担

　保●代物弁済●交換●予約完結権、買戻権等

　の譲渡●地上権、賃借権の設定、譲渡

契約をしようとするときは、取引の当事者（売買であれ

ば売主と買主）は、取引の予定価格や利用目的を書いた届

出書を、契約を結ぶ6週間前までに市・総務課企画広報係

に届けてください。（用紙は同所にあります）

　市に届けられた届出書は、意見を付して県に送付します。

県では、取引価格と利用目的について審査し、不適正と認

めるときは、取引の中止または変更を勧告することがあ

ります。それ以外の場合には、届出から6週間以内に勧

告をしない旨、文書で通知します。この通知を受ければ，

契約ができることになります。

遊艇割彦1⇒指定されると

　届出をして取得した一定面積以上の土地が、3年たっ

ても利用されていない場合には、知事はその土地の有効

かつ適切な利用を促進するため、その土地を「遊休土地」

に指定し、所有者に通知することがあります。この通知

を受けたときは、その人は、その土地の利用や処分の計

画を知事に届け出なければなりません。この届出を受け

て、知事はその土地の積極的な利用のために必要な助言

や勧告をします。

　　無懸取引纏絶対やめ褻響講覇

　現在、市内で行われている土地取引（売買）の中にも

無届取引が何件かみうけられます。正しい取引により限

られた資源の有効利用に努めましよう。

7 と7おガ♂匿3　昭和62年3月10日



の

麟〆み嚇ろノノ

　3月5日、高山共栄会館で“くらしの今昔。
　　　　　ヨレドの講話（駒形毯先生）が。　「この地方には、生

活の積み重ねで沢山の風習がありました。もう

一度、見直す必要があります」と数々の年中行

事を引き出しながらユニークな表現で。

　っぎは　12・19日にあります．ぜひ、来場を。

　　　　　　　
、縛鴫
騨認轡

る

＊

あ
る
《

　3月3日は優美な女の子のひな祭り。かたや

来迎寺境内では、エネルギッシュな男たちが裸

でぶつか1）合う多聞天押合祭が盛大に行われま

した。　「サンヨ、サンヨ」と見物客も一緒にな

って勇ましいかけ声を。

　五穀豊穣や商売繁昌を招くという福札を奮い

合うお祭り。昨年は豪雪で中止になったものの

今年は、境内に人出と熱気がいっぱいでした。

＊

§

《

　春先やお盆前、年末になるとよく家庭で見ら

れる光景の一つ。3月4日、高齢者事業団では

市役所休養室において“ふすま・障子の張り替

え、技能研修会を行いました。

　会員約60人が参加。休養室のふすまや障子が

みるみるうちにきれいに。　「安全かつ手軽にで

きる職種なので頼む人、頼まれる人から大変喜

ばれています」と主催者の声が聞かれました。

　　　ノ
阿部貞治さん

関
浅
地
区
の
全
世
帯
、

　
　
　
　
　
　
全
員
が
加
入

2
関
浅
自
治
会

」南
　
　
　
公
園
（
地
区
の
み
ん
な
が
集
い
、

　
　
　
　
憩
う
場
と
い
う
こ
と
で
“
コ
、
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

青
年
部
を
中
心
に

　
お
互
い
が
協
力
し
活
動
を

　
「
関
根
地
区
、
浅
之
平
地
区

の
諸
行
事
を
円
滑
に
行
い
両
地

区
の
健
全
な
発
展
を
図
る
」
と

い
う
目
的
で
、
昭
和
五
十
一
年

四
月
一
日
に
『
関
浅
自
治
会
』

が
誕
生
し
ま
し
た
。
関
根
・
浅

之
平
両
地
区
の
八
十
五
世
帯
の

老
若
男
女
全
員
が
会
員
と
な
り
、

何
を
す
る
に
も
八
十
五
世
帯
の

み
ん
な
で
と
い
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
に
は
、
青
年
部
、
婦

人
部
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

関
浅
な
か
よ
し
子
ど
も
会
が
あ

り
、
青
年
部
を
中
心
に
お
互
い

が
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
春
の
雪
消
え
と
同
時
に
、
市

』
民
ス
キ
ー
場
下
段
の
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ニ
テ
ィ
広
場
”
と
も
）
）
ま

す
）
の
ネ
ッ
ト
張
り
。
や
が
て

雑
草
が
の
び
る
こ
ろ
に
は
草
取

り
や
除
草
剤
を
ま
い
た
り
の
早

朝
作
業
を
行
い
、
い
つ
も
き
れ

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

早
朝
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ジ
オ
体
操
と

毎
日
の
よ
う
に
何
か
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

運
動
会
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

も
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

　
年
間
行
事
を
大
ま
か
に
紹
介

し
ま
す
と
ー

▼
六
月
下
旬
の
日
曜
日
に
は
、

田
休
み
を
兼
ね
て
の
大
運
動
会
。

▼
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
、

関
根
地
蔵
尊
境
内
で
は
夜
を
徹

し
て
二
重
三
重
の
輪
が
で
き
る

盆
踊
り
。

▼
同
十
五
日
に
は
、
青
年
部
・
婦

人
部
合
同
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。

テ
レ
ビ
顔
負
け
の
珍
プ
レ
i
、

好
プ
レ
ー
に
拍
手
か
っ
さ
い
。

▼
同
十
七
日
に
は
、
浅
之
平
観

音
様
で
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
地

区
民
の
み
な
ら
ず
山
本
地
区
の

皆
さ
ん
も
か
け
つ
け
ま
す
。

▼
同
二
十
六
・
七
日
は
諏
訪
ま

つ
り
。
子
供
み
こ
し
が
地
区
内

を
ぐ
る
り
と
回
り
ま
す
。

▼
十
一
月
第
二
日
曜
日
に
は
、

川
治
地
区
公
民
館
主
催
の
文
化

祭
に
出
品
。
書
道
、
絵
画
、
い
け

花
な
ど
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。

▼
一
月
十
四
日
は
関
根
地
区
で

鳥
追
い
、
翌
十
五
日
に
は
浅
之

平
地
区
で
サ
イ
の
神
を
。
子
供

た
ち
が
、
ワ
ラ
や
お
札
を
集
め

て
回
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
行
事
を
、
会
場
も

両
地
区
に
分
け
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
関
浅
地
区
は
郊
外
と

し
て
は
比
較
的
に
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
り
ま
す
。
地
区
の
真
ん

中
を
川
治
川
に
沿
っ
て
国
道
二

五
三
号
が
走
り
、
ま
た
冬
期
の

体
力
づ
く
り
に
一
役
か
っ
て
い

る
市
民
ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
区
を
よ
り
住
み
よ
く
し

よ
う
と
八
十
五
世
帯
を
挙
げ
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

の往1
糞斜閥騰
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8月　交通安全キャンペーン

囹あなたの子供は危険な　　　　　　鯉

　場所で遊んでいませんか

家族の人は

　子供たちに正しい安全な歩行、道
路の横断など実際に指導してみま1

しょう．　　　　　　1
ドライノて一は

　子供の特性を理解して、安全な運

転を心がけましょう。　　　　　・

2月の交通事故発生状況（）61年

市購緯名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 2（4） 3（5） O（O）

川西町 1（O） 2（O） 0（O）

津南町 3（1） 4（1） O（0）

中里村 0（O） O（0） O（O）

小　計 6（5） 9（6） O（0）

累　計 13（13） 15（18） 1（0）

じばさんまつり
ブレゼント抽選会

　雪まつり期間中クロス10で行われ

た、「総額50万円地場産品プレゼント

抽選会」の結果をお知らせします。

特賞十日町友禅訪問着：小沼美
　重子（東京都）　十日町紬糸井：小

　山田智美（千葉県）

一　等　コシヒカリ20kg米俵：池上

　くみえ（京都）ほか2名

二　等　天蚕ネクタイ：藤田景子

　（春日町）

三等地酒：田辺和枝（三条市）

　ほか4名
四　等　テレホンカード：佐藤真弓

　（愛知県）ほか19名　　（敬称略）

萎
嚢

萎

懸

～さらに優遇～

身障者の皆さんの国鉄料金

　従来、割引きのなかった国鉄料金

が、3月1日から一定の条件により

割引きされるようになりました。

〈概　要〉

◇割引き切符を購入できる人

男性60歳以上、女性55歳以上の身体

障害者（内部障害者は除く）で国鉄

が行っている「ジパング倶楽部」に

入会（入会金：年額1，000円）してい

る人。

◇割引き切符の種類

　特急券（新幹線含む）、急行券、

グリーン券、座席指定券。ただし、

1年20回まで利用できます。

◇その他

　割引き率は2～3割引き。片道ま

たは往復で20fkm以上の旅行者。

◇申し込み

　社会福祉事務所・援護係⑮133ま

で。

生徒募集十日町高校定時制

員
査

人
検

集
力

募
学

願書提出

普通科1学年　若干名

期日…3月26日（木）

科目…国語・数学・英語

3月20日～3月25日

※詳細は、十日町高校定時制課程

　（盈52－3575）へ。

〃意注にけど雪
　今年は、例年にない暖冬のため急

速に雪どけが進むものと思われ、土

砂災害の発生が心配されます。つぎ

の現象を発見した時は、市・建設課

または土木事務所（盈57－5511）へ

ご連絡ください。

1斜面に段差や亀裂が生じる。
　　　　　た　た　き
2舗装道路や三和土にひびが入る。

3樹木、電柱、墓石などが傾く。

4斜面からの湧き水が濁ったり、湧

　き方が急に変化する。

⑧労青少年ホ閥ム饗7受講生募集
　奮57－8918　＿馴＿．＿．”＿＿㎞．＿．＿．＿凹＿．＿．＿．．＿＿＿．㎞

講座 曜臼 時間 入数 教材費・運営費

花道A
第1・3

　木

18：30

　～

21：00

30 年額24，000円

花道B
第2・4

　木
30 〃

茶　道
毎週

月
15 年額　9，000円

料　理
第1・3

　水
20 年額10，000円

きもの

藩　付
毎週
金

20
8ヵ月（4～11月）分

　　7，000円

1ジヤズダン

ス＆エア
ロビクス

毎週
月 19：00

　～

21：00

30
4ヵ月（6～9月）分

　　2，000円

青年トダ
ースタール

第2・4

　金
30

3ヵ月（5～7月）分

　　2，000円

硬　式

テニス

毎週

木

19：30
　～

21＝30
20

3ヵ月（4～6月）分

　　1，500円

〉受講資格

市内に在住または勤務する18～30

　歳までの勤労青少年。

〉申し込み・利用者登録

・受け付けは、3月16日から。定員

　になり次第締め切ります。

・希望者は、青少年ホームに備えっ

　けの申し込み書に記入し、提出し

てください。

・申し込み時に500円（利用者協議

会費等）をいただきます。

〉合同開講式

　4月7日（火）午後6時30分～

受講者は必ず出席してください。

寄付窃り瀞と：う

　　　＊矯～％　　敬称略＊

　〈歳末たすけあい〉

〉長助お客様一同13，205円　〉ボー

イスカウト十日町1団20，083円

　〈社会福祉事業〉

〉シルクロード有志一同　6，000円

〉岡村建治　1，000円　〉山口良男

（為永）　10，000円…香典返し

〉金井（内後）　新品の衣類　〉十

日町市農協178，823円…つつじ工房

　〈特別養護老人ホーム建設資金〉

〉山口誠士（下条中央通り）

20，000，000円　〉山口和子（下条中

央通り）　5，000，000円　レ十日町

駅10，572円　レ関口四郎　50，000円

　〈交通遺児等援助基金〉

〉引間建材（馬場4）　104，088円

〉小宮山謙三（慶地）　10，000円

　〈公園事業〉

〉束北電力（株）　あじさい30株

〉内田防水　あじさい35株　〉小島

松三郎　ゆきつばき　1，000株

⑱食⑱⇔
　◇…一部区域　◆…全部区域

　3月27日囲　午前8時30分～正午

◇太田島1の一部　◆水沢市ノ沢

中在家、大石、南雲の全部　午後1

時30分～4時30分　◇新宮1の一部

◆新宮2、小黒沢の全部

　4月2日（木〉午後2時～5時

◇駅通り、旭町、昭和町4、七軒町、

西寺町、泉町の一部　◆昭和町3の

全部

9 とおガ夢3　昭和62年3月10日



鞭

繍…難．．1醐骸翌，⑳賊蝶購鰺

態懇．謹蟹・，．鱗難警
二行くの。私の好きな　　　　　　　　　　　　P　りをしている夢をみたんだよ。魚
ノバ＿クが大好き。だ児玉春美ちゃん　神田昭くんがいっぱい泳いでいるんだ。早く

竃いに行ったの。　　　　（6歳）吉田保育園（6歳）　　大きくなって船に乗りたいな・

．び議号「じょう蕉に描けた才＆⑳」で姦使幼灘縫前葺ちも’蕊縫一鰭、購一、＿鰯＿

一27一

「
全
国
高
校
女
子
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
」
に
出
場
す
る

　
　
服
部
由
美
子
さ
ん

　
　
　
　
（
川
治
下
町
2
・
1
7
歳
）

蕪
購
　
　
　
　
　
蓑
馨
　
　
　

懸
嚢
　
　
嚢
　
　
　
豪
　
　
聾
瓢
範
　
　
蒙
彗
騨
　
　
蟹
　
　
錘
　
　
　

驚
霧

　
二
月
一
日
に
長
野
県
で
開
か
れ
た
北

信
越
大
会
・
52
キ
。
級
以
下
で
優
勝
。
今

月
二
十
・
二
十
一
日
、
束
京
の
講
道
館

で
の
全
国
大
会
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

　
「
高
校
に
入
っ
て
か
ら
始
め
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
弟
が
や
っ
て
い
た
か
ら
か

な
。
一
応
、
払
い
腰
と
大
外
刈
り
が
得

意
…
…
い
や
好
き
な
技
で
す
」
。
す
で

に
初
段
の
上
達
ぶ
り
。
有
段
者
の
女
性

は
県
内
で
は
ま
だ
数
え
る
ほ
ど
。
初
め

た
こ
ろ
は
足
が
ア
ザ
だ
ら
け
で
ス
カ
ー

ト
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

聾　rザ　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞

燃騨騰繍轍繍灘蝋騰繍騨鱒繍購灘襯贈繍購購講繍輔

ー
バ
i
。
大
会
前
の
一
週
間
は
も
う
大

変
で
し
た
。
絶
食
し
た
り
、
サ
ウ
ナ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
．
た
％
だ
か
ら
勝
て
た
の
が
不
思
　

議
な
く
ら
い
で
す
」
。
ボ
ク
シ
ン
グ
の
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
手
並
の
努
力
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
　
・

　
「
二
十
日
に
勝
つ
と
翌
日
は
会
場
が
蝋

武
道
館
な
ん
で
す
。
今
回
は
体
重
も
大
欄

丈
夫
。
勝
ち
負
け
に
関
係
な
く
良
い
試
轍

合
い
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
。
繍

　
学
校
、
武
道
館
で
練
習
。
ま
た
、
毎
欄

朝
六
時
か
ら
柔
道
で
は
先
輩
の
弟
さ
ん
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

と
四
キ
。
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
る
が
ん
懸

ば
り
屋
。
そ
し
て
料
理
も
得
意
な
女
の
購

子
で
す
。
　
（
十
日
町
高
校
二
年
生
）
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
韓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
癖
鍵
懸
灘
難
癬
議
搬
鍮
、

　　　回煙廿・の登い盛

“
為

赴
笹

一人口のうごき一

■人　ロ　47，895人（O）

　　男23，510人（一1）

　　女24，385人（＋1）

■世帯数　12，335　（一8）

〈2月28日現在・住民基本台帳＞

博物館に

黙山内軍平文庫“開設

　故山内軍平氏（本町3）は、文化活動の

推進者として多くの功績を残しました。特
　　　　　　　　　　　　　　　　さいご
に卓越した道祖神の研究家であり、最期ま

で文化財の保護や博物館の活動を支えてく

れた人です。

　このたび、ご遺族のご好意により、所蔵

書籍1，000余冊の寄贈を受けました。どう

もありがとうございました。

　早速、博物館では整理、目録作成を終え

て“山内軍平文庫、、として開設することに

なりました。ぜひ、ご利用いただければ。

　　　　小西正彦・恵子さん（錦町1）長男

　パバがつけてくれたよ。　『自分一人でなんで

もできるように』って。カレー＼アイスが好物。

遊ぶのは車，バーマンや（漣ちゃんごっこを妹と

するんだ。僕の自慢はオムツが早くとれたこと

だよ。早く春になって外で遊びたいな。ママは

「早くお話をしょうね」と言うんだ。少し言葉

が遅いんだって。だから絵本を見て「これ＼な

一に」ってがんばっているんだよ。

編
集
室
か
ら

蜀

◎
穏
や
か
な
二
月
の
天
候
で
「
こ
れ
で

今
年
の
冬
も
終
わ
り
」
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
三
月
一
・
二
日
は
真
冬
な
み

の
降
雪
で
三
月
三
日
は
、
今
冬
の
最
大

積
雪
一
八
四
㎝
を
記
録
。
　
（
林
業
試
験

場
）　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
久
々
の
雪
お
ろ

妹
の
め
ぐ
（
恵
）
ち
ゃ
ん
も
紹
介
す
る
よ

し
を
行
っ
た
家
庭
も
多
く
春
ま
だ
遠
し

と
い
う
感
じ
で
す
。

◎
市
議
会
で
は
、
新
年
度
予
算
案
を
審

議
中
。
市
民
の
間
に
は
、
売
上
税
・
統

一
地
方
選
挙
の
話
題
が
ホ
ッ
ト
に
進
行

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
今
後
の
十
日

町
市
に
と
っ
て
も
重
要
事
項
だ
け
に
、

お
互
い
に
理
解
し
て
行
動
し
た
い
も
の

で
す
。

10
※休日救急医の変更：3月29日（日）山口医院（下条中央通り）は、

　至誠堂医院（西浦町東）盈52　3276に変わりました。


